
～農園芸で越後の特産品を商品化し就農へ～

株式会社夢ガーデス 特定非営利活動法人UNE(新潟県)
山陽新聞社会事業団専務理事 阪 本 文 雄
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|1取材先データ

株式会社夢ガーデン
〒9400241 新潟県長岡市12浩潰1517 2 TEL 0258 51 1150
2012(平成24)年 1月 に設立。肥料「かんとリースーパー緑水Jを製造、出荷。木工品
の製造、販売、野菜や山菜の生産、採取も行っている。社員数は11人 (知的障害2人、精神障害
2人 聴覚障害3人、その他身体障害1人、健常者3人 )。 代表取締役社長は野口邦夫氏。
親会社は緑水工業株式会社。新潟県内で上下水道施設の運転維持管理をコア事業とし、

下水道管の清掃、調査、補修、更生工事、太陽光パネル洗浄作業、汚泥を肥料化するバイ

オマス事業などを展開している。社員数420人。代表取締役は家老俊―氏。

特定非営利活動法人∪NE
T940‐0242 新潟県長岡市―之員869 TEL 0258-86‐ 8121
長岡市議会議員だった家老洋氏が2011年 4月 に設立し、代表理事に就任。障害者、高齢者
が人間らしく誇りを持って自立することを支援するのが目的。モットーは「施しよりは仕事」。
中山間地域で 農園芸による就労、特例子会社を誘致しての就労の場つくりに取り組む。

編集委員から

越後の過疎地に山里の特性を活かして特産品を発掘し、くろも

じ茶の製造、棚田で栽増した酒米を使ったどぶろく醸造、山菜を

使った農家レストランの経営、民泊営業を展開している元気のよ
いNPO法人を訪ねた。この10年 は試行錯誤の連続だったそうだ
が、特産品の商品化は着実に前進。むずかしい農園芸での就労に

明かりが見えてきていた。過疎地への特例子会社の誘致、設立と

いうユニークな取組みも成果をあげていた。

Keyword:地域活性化、特例子会社、農福連携、農産品の製造・販売
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%の 就労暢 として、制 子針 の設立・識 圏 嘘 む

2111u」 Fin地域にある特産品を発掘し商品化。その生産
。販売を地域活性化へつなぐ

]障害者や受入れ市民のための「就農訓1練カリキュラム」を作成、就農
。就労をマニュ刀レ化

上
越
新
幹
線
の
長
岡
駅
か
ら
車
で
２０
分
、
長

い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
４
月
と
い
う
の
に
ま

だ
辺
り
の
山
に
は
雪
が
残

っ
て
い
た
。
一家
雪
地

帯
な
の
だ
。
そ
の
里
山
の
麓
に
緑
水
工
業
株
式

会
社

（以
下
、
「緑
水
工
業
し
の
「緑
水
工
業
コ
ン

ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
が
あ
り
、
下
水
処

理
の
過
程
で
発
生
す
る
汚
泥
を
高
温
発
酵
し
て

肥
料
を
つ
く
る
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
所
が
あ
っ
た
。

そ
の
敷
地
内
に
鉄
骨
２
階
建
て
の
、
特
例
子
会

社

「株
式
会
社
夢
ガ
ー
デ
ン
」
の
社
屋
が
あ
る
。

「遠
路
よ
う
こ
そ
」
と
、
作
業
服
姿
の
代
表
取

締
役
社
長
、
野
口
邦
夫
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。

会
社
の
概
要
を
聞
く
。

「障
害
者
の
一雇
用
機
会
の
拡
大
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
企
業
内
で
実
現
す
る
た
め
、
と

も
に
働
く
こ
と
の
幸
せ
を
実
感
で
き
る
環
境
を

目
ざ
し
て
特
例
子
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
働
く
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
当
初
の
業
務

は
、
肥
料
の
袋
詰
め
と
配
達
で
し
た
が
、
地
域

に
高
齢
者
が
多
く
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
た
た

め
、
そ
れ
を
活
用
し
て
農
業
に
参
入
し
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ
や
行
者
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
植
え
つ
け
、
ウ

ド
、
キ
ノ
メ
、
ミ
ズ
ナ
、
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
、
不ヽ
マ

ガ
リ
タ
ケ
な
ど
山
菜
の
採
取
、
そ
し
て
雪
の
降

る
冬
は
、
木
工
製
品
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
」

い
つ
し
か
郷
土
色
豊
か
な
、
地
域
に
根
ざ
し

た
仕
事
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
「社
員
の
体
力
、

根
気
、
特
性
、
適
性
や
、
季
節
、
働
き
や
す
さ
な
ど

を
配
慮
し
、
こ
の
７
年
間
の
経
験
に
よ
り
、
業

務
内
容
は
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

木製プランターを製作中の

武藤哲夫さん

さ
つ
そ
く
木
工
作
業
室
へ
。
聴
党
障
害
の
あ
る

武
藤
哲
夫
さ
ん
（６６
歳
）
が
杉
の
木
を
用
い
、
草

花
を
植
え
こ
む
プ
ラ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
。

「木
工
が

一
番
好
き
で
す
。
長
岡
聾
学
校
に
い

た
と
き
、
大
エ
コ
ー
ス
で
６
年
間
習
っ
て
い
ま
し

た
。
休
み
の
日
は
ス
キ
ー
を
し
ま
す
。
ス
キ
ー

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
行
き
ま
す
」

筆
談
と
、
同
僚
の
手
話
を
交
え
て
の
取
材
。

ス
キ
ー
歴
は
４０
年
の
上
級
者
だ
っ
た
。

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
肥
料
の
袋
詰
め
作

業
を
中
心
に
働
く
小
浦
英
幸
さ
ん

（３９
歳
）
は

「袋

一
つ
が
１５
聴
、
結
構
重
い
ん
で
す
。
夏
は
暑

く
て
汗
が
出
ま
す
。
休
み
の
日
は
彼
女
と
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
み
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

障
害
の
あ
る
８
人
の
年
齢
は
２‐
歳
か
ら
６８
歳

ま
で
。
平
均
年
齢
は
３０
代
だ
。
９
時
か
ら
１６
時

ま
で
勤
務
し
て
い
る
。
山
菜
と
大
根
、
自
莱
、

ス
イ
カ
な
ど
は
長
岡
市
街
地
に
あ
る

Ｊ
Ａ
直
売

所
で
販
売
し
て
い
る
。

「山
菜
、
野
菜
の
売
り
上
げ
、
親
会
社
か
ら
の

肥
料
の
生
産
委
託
費
な
ど
が
会
社
の
収
入
源
に

特例子会社「株式会社夢ガーデンJ夢カーデン代表取締役社長の野口邦夫さん

完成した木製プランター

肥rlの袋詰め作業をする小浦英幸さん (右)たち

０

し



シイタケなどキノコの原木の整理をするスタッフUNE代表理事の家老洋さん

な

つ
て
い
ま
す
。
発
足
時
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
落
ち
着
き
ま
し
た
。
個
性
を
把
握
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
」
と
野
口
さ
ん
は
い
う
。

実
は
、
特
例
子
会
社
設
立
を
提
案
し
た
の

は

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」
（以
下
、

「
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」）
代
表
理
事
の
家
老
洋
さ
ん
だ
っ
た
。

特
例
子
会
社
設
立
の
き
っ
か
け

２
０
０
４

（平
成
１６
）
年
、
中
越
地
震
が
長

岡
市
を
襲

つ
た
。
山
古
志
地
区
な
ど
は
被
害
が

大
き
く
、
全
国

へ
報
道
さ
れ
た
。
当
時
、
長
岡

市
議
会
議
員
だ

っ
た
家
老
さ
ん
は
被
災
者
支
援

に
東
奔
西
走
し
た
が
、
自
力
で
避
難
所
に
行
け

な
い
障
害
者
や
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
、
救

援
物
資
も
届
か
ず
、
停
電
の
た
め
暖
房
も
な
い

自
宅
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
障

害
者
が
地
域
の
な
か
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
２
０
０
８
年
、
信
濃
川
の
河
川
敷
を

借
り
て
障
害
者
、
そ
の
家
族
と
と
も
に
畑
を
耕

し
野
菜
づ
く
り
を
始
め
、
２
０
１
１
年
、
市
議

会
議
員
の
任
期
切
れ
と
と
も
に

Ｕ
Ｎ
Ｅ
を
中
山

間
地
区
に
あ
る
長
岡
市

一
之
貝
に
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
特

例
子
会
社
の
設
立
と
誘
致
で
あ
っ
た
。

「過
疎
地
に
誘
致
す
れ
ば

一
気
に
障
害
者
雇
用

は
前
進
す
る
し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
に
な
る
」

と
考
え
、
緑
水
工
業
に
働
き
か
け
た
。
ち
ょ
う

ど
緑
水
工
業
も
業
務
を
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
特
例
子
会
社
の
設
立
は
会

社
の
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
先
進
地
の
視

察
な
ど
を
行
い
、
「株
式
会
社
夢
ガ
ー
デ
ン
」
を

設
立
登
記
し
た
。
そ
の
後
、
障
害
者
就
職
面
接

会

へ
の
参
加
、
特
例
子
会
社
と
し
て
の
認
定
と
、

２
０
１
２
年
３
月
ま
で
家
老
さ
ん
と
緑
水
工
業

の
担
当
者
は
走
り
続
け
、
１
年
が
か
り
で
特
例

子
会
社
発
足
へ
漕
ぎ
着
け
た
。
県
内
で
２
番
目
、

全
国
的
に
は
数
少
な
い
中
小
企
業
の
特
例
子
会

社
だ
っ
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
家
老
さ
ん
は
、
「就
労
を

目
ざ
す
障
害
者
に
と
っ
て
、
コ

般
企
業
に
就
労

す
る
」
と
い
う
目
標
が
で
き
た
。
武
藤
さ
ん
は

Ｕ
Ｎ
Ｅ

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
当
法
人
か
ら

の
推
薦
で
就
職
説
明
会
に
参
加
し
採
用
さ
れ
ま

し
た
」
と
い
う
。
設
立
に
際
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
成
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、活
用
し
た
。
「障

害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ
く
助
成
金
、
ト

ラ
イ
ア
ル
尾
用
奨
励
金
な
ど
の
申
請
、
障
害
者

の
受
入
れ
後
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
、
生
活
支
援

な
ど
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
労
働
局
、

新
潟
県
、
長
岡
市
、
新
潟
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、

障
が
い
者
就
業

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
し
じ
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
か
つ
た
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
謝
す
る
。

家
老
さ
ん
は
夢
ガ
ー
デ
ン
の
設
立
出
資
者
の

一
人
に
な
り
、
い
ま
も

Ｕ
Ｎ
Ｅ
と
連
携
し
な
が

ら
障
害
者
や
高
齢
者
の
就
労
に
同

一
歩
調
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

２
０
１
５
年
、
夢
ガ
ー
デ
ン
は
地
元
の
大
光

銀
行
か
ら

「
地
方
創
生
大
賞
」
を
贈
ら
れ
た
。

障
害
者
雇
用
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
、
山
菜
栽

培
の
三
つ
が
過
疎
地
の
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
つ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

夢
ガ
ー
デ
ン
の
応
接
室
に
は
２
０
１
７
年
、

当
機
構
か
ら
緑
水
工
業

へ
贈
ら
れ
た
、
「障
害
者

一雇
用
優
良
事
業
所
表
彰
」
の

「理
事
長
努
力
賞
」

の
表
彰
状
が
額
に
入
れ
て
あ
つ
た
。

緑
水
工
業
の
社
是
で
あ
る

「何
等
報
い
ら
る
る

を
期
待
し
な
い
献
身
的
な
努
力
」
が
実
を
結
ん

だ
、
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

就
労
に
つ
な
が
る
特
産
品
づ
く
り

夢
ガ
ー
デ
ン
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
、
谷
あ
い

の
傾
斜
地
に
水
田
、
畑
、
農
家
が
点
在
す
る

一

之
貝
地
区
に

「Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
」
と
い
う
ド

イ
ツ
語
表
記
の
看
板
が
か
か
る
木
造
２
階
建
て

の
民
家
が
あ
る
。
こ
こ
が

Ｕ
Ｎ
Ｅ

の
本
拠
地
、

“

長岡市の山間地 ―之貝地区
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聡/

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
Ｉ

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

で

あ
る
。
Ｕ
は
ュ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
つ
ま
り

翌
日遍
的
、

全
体
」
と
い
う
こ
と
で
、
年
齢
、
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
広
く
み
ん
な
に
共
通
す
る
、
と
い

う
意
味
を
持
つ
。
Ｎ
は
農
園
芸
、
Ｅ
は
越
後
を

意
味
す
る
。

「
越
後
で
農
園
芸
を
通
し
て
回
も
性
別
も
年

齢
も
障
害
の
有
無
も
超
え
て
み
ん
な
が
働
き
、

自
立
す
る
地
域
づ
く
り
を
、
と
い
う
思
い
を
三

つ
の
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
に
込
め
た
」
と
家
老
さ
ん

は
語
る
。

家
老
さ
ん
の
実
家
は
長
岡
市
の
米
作
農
家
で

あ
る
。
１
９
８
１

（昭
和
％
）
年
に
字
都
宮
大

学
農
学
部
を
卒
業
し
、
１
９
８
３
年
に
農
業
実

習
生
海
外
派
遣
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ケ
ン
ペ
ン
の

野
菜
栽
培
農
家
に
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
自
菜
づ

く
り
に
１
年
間
従
事
。
ド
イ
ツ
語
で
日
常
会
話

も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帰
国
後
は
国
際

癸
√

農
業
者
交
流
協
会
に
勤
務
し
、
１
９
９
１
年
か

ら
同
協
会
欧
州
支
部
長
と
し
て
ド
イ
ツ
・
ボ
ン

に
７
年
間
駐
在
。
海
外
派
遣
の
農
業
実
習
生
を

受
け
入
れ
、
世
話
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
果
た
し
た
。
帰
国
し
た
１
９
９
９
年
か
ら

２
０
１
１
年
ま
で
長
岡
市
議
会
議
員
と
し
て
農

業
振
興
、
地
域
の
活
性
化
、
国
際
交
流
な
ど
に

尽
力
し
た
。

家
老
さ
ん
が
歩
ん
だ
人
生
か
ら
得
た
、
国
際

性
、
越
後
に
こ
だ
わ
る
地
域
性
、
そ
こ
に
根
ざ

し
た
農
園
芸
、
市
議
会
議
員
の
政
治
活
動
か
ら

知

っ
た
障
害
者
就
労
の
必
要
性
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
り

Ｕ
Ｎ
Ｅ

の

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
法
人
設
立
か
ら
７

年
、
地
域
の
農
園
芸
の
な
か
か
ら
就
労
に
つ
な

が
る
特
産
品
づ
く
り
が
具
体
化
し
て
い
た
。

棚
田
を
利
用
し
た
米
づ
く
り
は
”
歳
の
ス
タ
ッ

フ
、
田
中
大
地
さ
ん
の
担
当
。
１
・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

傾
斜
地
に
あ
る
２８
枚
の
棚
田
に
イ
モ
チ
病

↑
）

へ
の
耐
性
の
あ
る
改
良
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
従

来
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
酒
米

「亀
の
尾
」、
も
ち
米

「大
正
餅
」、
「農
林
２２
号
」
と
、
５
種
類
の
コ
メ

を
生
産
し
て
い
る
。
５
月
初
め
に
行
う
田
植
え

で
は
、
山
の
湧
水
を
田
に
引
く
。
こ
れ
が
最
大

の
滋
養
と
な
り
、
越
後
の
風
土
と
気
温
、
日
照

が
お
い
し
い
米
に
育
て
て
く
れ
る
。
９
月
か
ら

１１
月
に
か
け
て
稲
刈
り
。
そ
の
間
、あ
ぜ
の
草
刈
、

病
害
虫
の
防
除
を
、
障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
行
っ
て
い
る
。

実
は
田
中
さ
ん
は
４
年
前
ま
で
は
食
品
会
社

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
農
業
の
経
験
は
な
か
っ
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
で

Ｕ
Ｎ
Ｅ
を
知
り
、
自

然
が
好
き
で
趣
味
は
山
登
り
と
あ
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ

の
活
動
に
興
味
を
持

っ
て
転
身
、
米
づ
く
り
の

先
輩
ス
タ
ッ
フ
、
齋
藤
喜

一
さ
ん

（６６
歳
）
の
実

どぶろくの仕込み作業を

する齋藤喜―さん

lll田を見回る米つくり担当の日中大地さん

UNEHAUS(上 )と 農家レストラン (下 )
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瓶詰めされたどぶろく「雪中壱乃界J

くろもじ工房では クロモジからお茶や
エッセンシャルオイルがつくられる

地
指
導
を
受
け
、
地
域
の
農
家
の
人
た
ち
に
助

け
ら
れ
て
、
米
づ
く
り
を
学
ん
だ
。
「
コ
メ
づ
く

り
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
」
と
思
い
は
じ
め
、
３

年
日
か
ら
や
つ
と
自
分
が
思
う
米
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
田
中
さ
ん
。
そ

の
お
米
を
使

っ
て
い
る

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
内
の

食
堂
が
、
長
岡
保
健
所
の
営
業
許
可
を
取

っ
て

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
り
、
「お
客
さ
ん
が

『お

い
し
い
」
と
い
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し

い
。
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

ど
ぶ
ろ
く
で
優
秀
賞

今
年
３
月
、
地
元
紙
長
岡
新
聞
に

「全
国
ど

ぶ
ろ
く
研
究
大
会
　
雪
中
壱
乃
界
が
優
秀
賞
」、

「
市
内
初
の
蔵
元
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｕ
Ｎ
Ｅ
」
と

い
う
大
き
な
見
出
し
の
ト
ッ
プ
記
事
で
紹
介
さ

れ
、
ど
ぶ
ろ
く
の
仕
込
み
を
す
る
齋
藤
さ
ん
の

写
真
も
掲
載
さ
れ
た
。
記
事
に
は
２
０
１
３
年
、

長
岡
市
が
ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
な
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
が

そ
の
他
の
醸
造
酒
製
造
許
可
を
長
岡
税
務
署
か

ら
取
得
、
同
市
内
初
の
蔵
元
に
な
り
、
齋
藤
さ
ん

が
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い

フ０
。齋

藤
さ
ん
は
も
と
も
と
、
地
元
の
織
物
会
社

の
研
究
開
発
担
当
の
取
締
役
だ

っ
た
が
会
社
が

倒
産
。
職
を
失

っ
た
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
が
あ
り

「
福
祉
で
恩
返
し
を
」
と

Ｕ
Ｎ
Ｅ

に
入

っ
た
。
半
年
後
、
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
の
話

が
持
ち
上
が
り
、
翌
年
か
ら
酒
米

「亀
の
尾
」
を

田
植
え
し
た
。
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
に
は
、
自
家

産
米
を
使
う
。
亀
の
尾
を
蒸
し
、
酵
母
と
麹
を

入
れ
水
と
合
わ
せ
仕
込
む
。
亀
の
尾
は
寒
さ
と

水
の
冷
た
さ
に
耐
え
る
特
性
が
あ
り
、
濃
い
芳

醇
な
味
に
仕
上
が
る
。
２
０
１
５
年
１１
月
、
最

初
の
ど
ぶ
ろ
く
が
瓶
詰
め
さ
れ
た
。
家
老
さ
ん

は
新
潟
の
銘
酒
に
ち
な
み

「雪
中
」、
地
名
の
一

之
貝
か
ら
広
く
世
界
に
思
い
を
込
め

「壱
乃
界
」

と
し
、
ラ
ベ
ル
に

「雪
中
壱
乃
界
」
と
刷
り
込
み
、

障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

た
。
７
２
０
配
で
販
売
価
格
２
１
６
０
円
。
年

間
１
０
０
０
～
１
５
０
０
本
売
れ
て
い
る
。
「素

人
が
が
ん
ば
っ
て
国
内
２
位
の
賞
を
い
た
だ
い

た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
全
国
の
人
に
飲
ん
で
ほ

し
い
。
採
算
ベ
ー
ス
は
２
０
０
０
本
な
の
で
、
も

う
少
し
。
通
信
販
売
も
し
て
い
ま
す
」
と
６６
歳

の
齋
藤
さ
ん
の
言
葉
に
力
が
入
っ
た
。

ま
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ

で
は
ク
ロ
モ
ジ
を
使

っ
た
商

品
の
開
発
・販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
２
０

１
６
年
、
家
老
さ
ん
は
薬
用
酒
メ
ー
カ
ー
の
人

と
知
り
合
い

「原
料
に
な
る
ク
ロ
モ
ジ
を
探
し

て
い
る
」
と
い
わ
れ
た
。
ク
ロ
モ
ジ
は
漢
方
で
は

整
腸
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
、香
り
が
よ
く
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
家
老
さ
ん
は

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
の
周
辺
の
山
に
自
生
し
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
、
現
地
へ
行

っ
て
み
る
と
、

棚
田
の
上
の
山
で
発
見
。
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
し
納

入

へ
の
具
体
的
な
条
件
を
確
認
し
て
出
荷
が
始

ま

っ
た
。
ク
ロ
モ
ジ
は
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
落
葉

樹
だ
。
秋
口
に
山

へ
採
取
に
行
き
、
昨
年
度
は

３
ｔ
出
荷
で
き
た
。
そ
の
後
、
以
前
か
ら
の
知

り
合
い
と
の
協
働
で
お
茶
の
商
品
化
に
取
り
組

み
、
２
０
１
７
年
よ
り
販
売
を
開
始
し
た
。
枝

と
葉
を
採
取
、
洗
浄
し
た
後
、
乾
燥
し
、
お
茶

に
な
る
。
枝
を
は
さ
み
で
短
く
切
る
作
業
は
手

間
が
い
る
が
、
障
害
者
に
は
向
い
て
い
た
。
山
中

で
ク
ロ
モ
ジ
を
見
分
け
る
作
業
も
、
覚
え
る
と

早
く
な

つ
た
。
商
品
も
好
評
で
長
岡
市
の
道
の

駅
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
、
新
潟
駅
の
土
産
物

屋
で
販
売
し
て
い
る
。
商
品
化
は
さ
ら
に
進
み
、

今
年
３
月
に
は
搾
油
を
行
い
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
が

「ピ
ロ
ー
ミ
ス
ト
」
と
い
う

商
品
名
で
ス
プ
レ
ー
に
な

つ
た
。
寝
る
前
、
枕

に
吹
き
か
け
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
か
ら
睡
眠

導
入
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。
試
し
て
み
た
が
、

た
し
か
に
よ
い
香
り
だ
っ
た
。

就
農
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

特
産
品
づ
く
り
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営

´
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クロモジを使った「ビローミストJと 「くろもじ茶J長岡市地域おこし協力隊の南博之さん料理担当の中野ケイ子さん

業
す
る

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

で
は
、
身
体
障
害
、

精
神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
１０
人
が
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

Ｚつ
。米

づ
く
り
か
ら
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
を
行

い
、

ク
ロ
モ
ジ
は
薬
用
酒

の
原
材
料
、
お
茶
、
ビ

ロ
ー
ミ
ス
ト
と
展
開
。
ど
ぶ
ろ
く
は
プ
ロ
に
負

け
な

い
品
質
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ク

ロ
モ
ジ
は
香
り
が
商
品
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
を
訪
れ
る
人
た
ち

へ
の
直
接

販
売
、
長
岡
市
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
新
潟
県
内
の
土

産
物
屋
で
の
委
託
販
売
、
通
信
販
売
を
し
て
い

る
が
、
ま
だ
広
が
り
に
欠
け
る
と
い
う
。
「全
国

で
売
れ
る
商
品
と
な
る
素
地
は
あ
る
の
で
す
が
、

知
名
度
を
あ
げ
る
に
は
宣
伝
な
ど
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
資
金
力
が
必
要
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連

携
な
ど
で
こ
の
壁
を
超
え
た
い
」
と
家
老
さ
ん
。

越
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
発
掘
し
育
て
た
商
品
の

全
国
展
開
へ
意
欲
を
見
せ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い

る
点
と
し
て
、
特
例
子
会
社
誘
致
、
特
産
品
づ

く
り
の
ほ
か
、
就
農
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ

る
。
就
農
訓
練
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、障
害
者
、

生
活
困
窮
者
ら
、
社
会
参
加
、
就
業
、
就
農
を
目

ざ
す
人
た
ち
が
、
農
園
芸
の
基
本
的
な
知
識
と

技
能
を
習
得
し
、
地
域
社
会
で
働
き
、
生
活
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

就
農
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
参
加
す
る
人
た
ち

は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
社
会
生
活
を
営

む
基
本
的
能
力
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
の
励
行
な

ど
‐５
項
目
、
就
業
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
報

告
や
時
間
厳
守
な
ど
１５
項
目
を
認
識
す
る
よ
う

に
で
き
て
い
る
。
学
科
で
は
土
壌
と
肥
料
、
病
虫

害
防
除
、
栽
培
計
画
、
流
通

・
販
売
な
ど
を
学

び
、
実
技

・
実
習
で
は
農
機
具
の
取
扱

い
、
施

肥
・播
種
、
栽
培
を
行
う
。
こ
の
ほ
か
、
稲
刈
り
、

地
区
の
農
業
祭
な
ど
に
も
参
加
。
Ｊ
Ａ
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
講
師
派
遣
を
受

け
て
、
農
家
の
人
た
ち
と

一
緒
に
作
業
を
し
て

話
し
な
が
ら
教
え
て
も
ら
う
。
家
老
さ
ん
は

「専

門
的
、
実
践
的
な
内
容
と
し
、
立
派
な
就
農
者

を
育
成
し
た
い
。
農
家
の
側
か
ら
就
農
者

ヘ
ア

プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
い
う
数
少
な
い
試
み
で
す
。

農
業
の
魅
力
、
楽
し
さ
を
体
感
し
、
自
分
に
合

っ

た
仕
事
だ
と
思
え
る
よ
う
、
詰
め
込
み
教
育
は

避
け
、
日
程
も
余
裕
を
持
た
せ
つ
つ
、
学
ん
だ

こ
と
を
振
り
返
る
な
ど
、
農
業
分
野
に
お
け
る

働
き
方
改
革
も

一
緒
に
考
え
た
い
」
と
い
う
。

特
例
子
会
社
の
誘
致
活
動

夢
ガ
ー
デ
ン
に
続
く
特
例
子
会
社
誘
致
も
継

続
し
て
い
る
。
最
近
で
は

「障
害
者
一履
用
に
特

化
し
た
特
例
子
会
社
企
業
誘
致
の
ご
案
内
」
と

い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
「障
害
者
雇

用
の
義
務
化
」、
「特
例
子
会
社
の
定
義
」、
「長

岡
市
の
立
地
」
を
紹
介
し
、
受
入
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て

「
Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
概
要
」
を
記
載
。
特
例

子
会
社
の
運
営
プ
ラ
ン
、
農
地
の
利
用
方
法
、

障
害
者
の
募
集
方
法
な
ど
を
も
り
こ
み
、
具
体

的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
し
た
。
こ
の
１
年

間
で
は
京
セ
ラ
株
式
会
社
、
中
国
電
力
株
式
会

社
な
ど
を
訪
問
し
、
長
岡
市
で
の
設
立
を
働
き

か
け
た
。

家
老
さ
ん
は

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

と
夢
ガ
ー

デ
ン
を
核
に
し
て
北
荷
頃
、
一
之
貝
、
軽
井
沢
の
３

地
区
に
て
農
園
芸
で
活
性
化
す
る
地
域
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
考
え
、
北
荷
頃

・
一
之
貝

・
軽
井
沢

集
落
連
携
促
進
協
議
会
を
組
織
し
、
事
務
局
を

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
に
置
い
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

の
活
動
に
共
感
し
た
、
長
岡
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
南
博
之
さ
ん
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
に

常
駐
し
て
北
荷
頃
地
区
の
地
域
お
こ
し
に
奔
走

す
る
。

「
Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
活
動
が
地
域
へ
大
き
な
輸
に

な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
」
と
南
さ
ん
は
い
う
。

こ
れ
ら
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
特
例
子
会
社
の
誘

致
活
動
な
ど
が
、
今
後
こ
の
地
域
の
人
口
増
や

活
性
化
の
推
進
力
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

小

山

カ
メ
ラ

マ
ン
と
と
も

に
私

た
ち

は

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ

に
泊
ま

っ
た
。
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
長
岡
市
栃
尾
名
物
の
ジ
ャ
ン

ボ
油
揚
げ
、
車
巷

・
ぜ
ん
ま
い

・
ふ
き
の
と
う

の
煮

つ
け
、
山
菜
の
て
ん
ぶ
ら
、
れ
ん
こ
ん

・

こ
ん
に
や
く
な
ど
の
入

っ
た

「
の
っ
ぺ
」、
自

菜

の
漬
物
、
大
根
キ
ム
チ
な
ど
が
お
膳
に
並
ん

だ
。
料
理
し
て
く
れ
た
の
は
、
近
く
に
住
む
パ
ー

ト
の
中
野
ケ
イ
子
さ
ん
。
孫
８
人
、
ひ
孫
６
人
、

７９
歳
の
主
婦
が
腕
を
振
る
っ
た
越
後
の
家
庭
料

理
。
お
い
し
か
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
１２
％
の
ど

ぶ
ろ
く
の
生
も
い
け
た
。
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